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( 4 ) J.M. Keynes, General Theory 01 Em.ρloyment， Interest and Money , The Collected Writings 
01 John Maynard Keynes, Vol. VII, London, Macmillan, 1973, pp.136-7. 塩野谷祐一訳『雇
























(5) ロビンソンは，金融的財産から所得を得ている全ての人々を rentier と呼ぶ。]. Robinson, The 
Accumulation 01 Caρ伽1， 3rd ed. , London, Macmillan, 1969 p.8. 杉山清訳『資本蓄積論』第
3版，みすず書房， 1977年， 9 ページ。なお， rentier の訳語としては，賃料取得者や利子生活者と
いう言葉も使われるが，本稿では，金利生活者という言葉で統一する。引用もすべて変更する。
(6) ]. M. Keynes，。ρ. ， cit, pp.374-7. 邦訳， 377-80ページ。
(7) なお，金利生活者の支出と『資本蓄積論』における分配理論の関係を検討した先行的な研究として








































である。 M. Kalecki,“Some Remarks on Keynes's Theoryぺ J. Osiatyﾍlski (ed.) , Collected 
Works 01 Michal Kalecki, Vol. 1: Caρitalism: Business Cycles and Full Emρloyment， Oxford, 
Oxford University Press, 1990, pp.230-l.また，ケインズ自身も所得分配と利潤の問題を明示的
に扱った『貨幣論』の中では，利潤と投資の累積的な関係が生み出す信用循環という動学的な効果を
問題にしている。 J. M. Keynes, A Treatise on Money: 1 The Pure Theory 01 Money , The 
Collected Writings 01 John Maynard Keynes, Vol. V , London, Macmillan, 1971, pp.248-62. 
小泉明・長津惟恭訳『貨幣論 I 貨幣の純粋理論』ケインズ全集 5 ，東洋経済新報社， 1979年， 284-
300ページ。
(10) J. Robinson, op. cit. , p. 76. 邦訳， 83ページ。










はじめに，金利生活者が存在しない経済を考えよう。この時，投資財売上額 1 ， 消費財売上
額 C は，それぞれ次のようになる。
I=W,+P1 
C= W2+P2 (1.1) 










r一一一ー 一一一一一K ;3 K (1.4) 
となる。すなわち，利潤率 fは資本蓄積率 g に等しくなるのである。
次に，金利生活者の存在を考慮したモデルを考えよう。金利生活者の所得は，企業の債券の
利子と株式からの配当からなる。今，利潤のうち，金利生活者に分配される利子，配当の割合
(以下では，単に配当分配率とする〉を α とすると，金利生活者には αP の所得があることに
なる。金利生活者の貯蓄性向を s とすると，消費財売上額 C は，






P=I+ (l -s)αP (1. 7) 
である。すなわち， I企業によって金利生活者にたいして支払われる総額は，金利生活者の貯
蓄額を差し引いて，受取額として企業に返り，彼らの利潤を膨張させる」ことになる。したが





また， (1. 7) を変形すると，
p= 1 -
1-(l -s)α 


























g=I(r) , l' (r)>O , l"(r)<O (2.1) 
となる。これは，逓減する増加関数である。また，図 1 に図示すると，曲線 I となる。なお，
曲線 I は下に凸となる右上がりの曲線である。
この 2 つの曲線が一致する点 S， D で、は，
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I-l(g) 1 _ (lg _ ~'1 ~. (2.2) 1-(1 -s)α 
が成立する。(ただし， I-l(g) は I(めの逆関数。〉現実の資本蓄積率が現実の利潤率に誘発さ

























r" ,.., .,,' dI-l(g) , 1 {1 ー (1 -s)a}l {1 一(1ーのα}ヲγ-lJ
となる。
(14) 
dI-l(g) d ( g ¥ 
dαdα\ 1一 (l-s)α/
g (1 ーω+ 11ー (1-sN!??-l(g) 
d子-. da - 11 一 (l-s)αj2
dg (l-s)g 





dI-l(g) , 1 , 点 Dにおいて，傾きは直線A よりも曲線 I の方が大きいので， 一一一一一> とdg /' l- (1 -s)α 」
dI-l(g)" ~_......... , _L_" ~ _/, ~.J.EI^-， . .-.-" dg なる。そのため， {1ー (1 -s)α}一一一一一>1 である。したがって， s<l の場合には， EE>0
dg 
dg となる。つまり，配当分配率が上昇すると，資本蓄積率は増大する。 s=l の時は，耳石=0 で
ある。これは， s=1 の時，配当分配率が増大しても，利潤からの消費が増大しないことを考
dg _ 1-#-. ~ dI-l(g) えると当然であろう。ま十 s<1 の時一ーの値は 一一一一ーが小さくなると大きくなる。








r (, r1 '" dI-l(g) , 1 {1 ー (1-s)a}1 {1 ー (1 -s)a}一一一一11L,- ,- -/-, dg -J 
(2.5) 
となる。 α=0 の時は金利生活者の貯蓄性向は定義できないので， (2.5) もまた意味がなくなる
dg であろう。他方， α>0 の時は，一一<0 である。そして，配当分配率 α の値が大きくなるほ
ds 
dg ど ， dsーは小さくなるのである。これは配当分配率が大きいほど利潤からの消費の減少額が小
dI-l(g) 寺下 dgきいためである。ま子 一一一一ーの値か大きいほと 一ーの値は小さくなる。ここから，利ー， dg "-H~N /' ? . .-¥"""J ds 
潤に誘発される投資が犬きいほど，金利生活者の貯蓄性向の上昇にともなう資本蓄積率の減少
が大きいことが分かる。





dα r" ..., '" dI-l(g) ,1 {1-(1-s)a} 1 {1- (1 -s)a} 一一一一一 11L,- ,- -/ --, dg -J 
dI-l(g) d I g ¥ 
ds -ds\lー (l-s)αj
dg -ag+ {1一 (l-s)α}-­dI-l(g) dg 
ーす子ー・ ds - {1ー (l-s)α)2
dg 
























全体としての企業の新たな外部負債の増加額 L は，投資に必要な資金 I と企業の内部留
保(1ーα)P の差に等しいので，
L=I- (1-α)P 





企業の外部負債の増加額 L と資本価値の増分 I との比率(限界外部負債比率) 1 は
L sα 
(3.3) 1 1 ー (1 -s)α
である。なお，外部負債比率 l は， α=0，または， s=O の時， 0 となり， α=1 の時， 1 とな
る。
(3.3) を α， s でそれぞれ微分すると，
dl s 
(3.4) dα{1ー (1 -s)α} 2 
dl α(1ー α〉
ds {1 ー (1 -s)α} 2 (3.5) 
(16) J. Robinson, The Accumulation 01 Caρital， p.274，邦訳， 298ベージ。
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(1-s)g+ (1一 (1-s) α} 耳石
(1- (1 -s)α)2 
。J-l(g) dg , s aJ-l(g) 
δg dα' {Iー (1-s)αf2 .----az一一
aJ-l(g) (1 -s)g-s"'::'一一一-dg ,- V "", v az 
r r1 /1 _" ..1 aJ-l(g) 11 (1 一(1ーのα)I (1ー (1 -s)a勺γ-1J
ω 4ヂ=fshーム)α)
dg ーαg+ (1ー (1-s)α}­aJ-l(g) dg , aJ-l(g) dZ 
ag . ds' az . ds 一 (1一 (1ーのα) 2 
δJ-l(g) dg ， α(1一α)θJ-l(g)
一一 ・一=θg ds ・ (1 ー (1-s)α)2 δ1
dg -αg+ (1 一 (1ーのα)d; 


















































h こで， P仁三里立は外部負債比率が 1 単位増加した時に，以前と同ーの蓄積率を保つため。J
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に必要な利潤率がどれだけ上昇するかを示している。 α>0， s>O の場合には，金利生活者の








潛-l(g) ___(1-S)g _n.. ~_.."，'r._1，._> àI-l(g) , (1-S)g のである。この 2 つの効果は，一一一一一<一一一ーの時，前者が大きく 一一一一>一一一一。1 . S V .JH'J' fl 'J 4:=;t,J-/ ," C '\, 虱 
潛-l(g) (1-s)g の時，前者が小さくなり，一一一一=一一一ーの時，同一である 0濟 s 
さて， (3. 6) の分子の第 1 項を分母で割ったものは直線Aのシフトによる蓄積率の変化の
部分であり，第 2 項を分母で割ったものは曲線 I の変化による部分である。したがって，前者
潛-l(g) -2.....,,"L .u, --f>"_>_ "",=" '.6 • _ A= ~ 1 」曲線 I の傾き一一一ーを掛け，後者に直線Aの傾き を掛けて合計すると，1ー (1-s)α
dr 配当分配率の 1 単位の上昇に対する利潤率の上昇一ーとなる したがって ーーは，dα 。， dα 
dr 
一一dα 
潛-l(g) S 潛-l(g) 
(1ーのg一一一一一一 一一一一一。g 1ー (1-s)α àl
r" ,.-, _. _, 潛-l(g) , 1 {1 ー(1ーのαl[ {1- (1一例づ子一一1J
(1 ーのg{1-(1-s)α)である。これは， s >1 の時，正であり，
(1-s)g{1-(1-s)α) <1 の時，負であり，







àI-l(g) α(1ーα) 潛-l(g) 
一一一日:7 瀏 1 ー (1 -s)α àl



















となる。ここで， v は望ましい資本産出比率を指す。したがって，賃金 Wは，
W= (l-rv) Y (4.3) 
となる。ここで，国民所得 Yを作り出すために必要な労働量を Lj 労働 1 単位当たりの産出量
を ι 賃金率を w とすると，
wL= (1-rv)yL (4.4) 
ω= (l-rv)y (4.5) 
となる。したがって，賃金率ωは，利潤率 r が大きくなると減少するのである。この関係は，
図 3 の第 2 象元によって示される。なお，金利生活者の消費は，利潤率を増大させるので，実
質賃金率を引き下げる効果を持つであろう。
他方，国民所得 Yは，投資 gK と消費 C の和であるから，
Y=gK+C ~.ID 




る部分が減少するのである。こうした蓄積率と消費の関係は，図 3 の第 4象元によって示され
る。今，賃金からの貯蓄はないと考えているので，労働 1 単位当たりの消費九は賃金率 ω に
等しし、。そのため，
c枇=飢) (4.8) 












となる。今，原点Oから左下に 45 0 線を引き，その線が w から y 軸に平行に引いた線と交わ
った点から x 軸に平行な線を引く。この線がジ軸と交わった点が労働 l 単位当たりの消費 c聞
となる。なお，金利生活者の消費は，消費全体から労働者の消費を引いたものであるので，労
働 1 単位当たりの金利生活者の消費 Cr は，
Cγ =c-cw (4.9) 
である。







































































































































(21) ロピソンンは，投資を抑制するメカニズムの 1 っとして，利子率の騰貴を挙げている。 Ibid. ， pp. 
237-9. 邦訳， 257-9ページ。














さらに，本稿では， ロビンソンのモデノレを利用することによって，資本蓄積の 4 つの類型を
示した。それは，1)高蓄積z高利潤型， 2) 低蓄積z低利潤型， 3) 低蓄積=高利潤型， 4) 高
蓄積=著しい高利潤型の 4 つである。もちろん，本稿の類型は，配当分配率と金利生活者の消
費性向の 2 つの要因のみしか考慮しない極めて単純化されたものではあるが，それにもかかわ
らず，現実の国民経済の成長メカニズムを分析する際の第一歩としては有効なものとなるであ
ろう。
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